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プロフィール
l⾓⽥孝昭（つのだたかあき）
• 株式会社サイバーエージェント
技術本部 > Media Data Tech Studio

• メディアサービスの不正利⽤対策‧健全化を
⽬的としたデータ分析業務などに従事

• 最近はマッチングアプリ
「タップル」を担当

l昨年度まで⾮常勤講師を担当
• 2019年⼈⽂学類（1班）

• 2020年⼈⽂学類（2班）
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メディアサービスに DS を活かす
l全サービス共通
• KPI の設計 [↗既発表: マッチングサービスのKPIの話]、施策効果の検証（A/B テストなど）、
継続/課⾦予測、閲覧者属性推定（→ 広告配信最適化）、アンケート分析、etc.

lタップル（マッチングサービス）
• マッチ‧コミュニケーションを促進する特徴の分析→ レコメンドの改善
• 不正利⽤者‧コンテンツの特徴分析→ サービス健全化

- 例: 18歳未満の利⽤者を検出する [↗プレスリリース]
- 例: 不適切画像‧盗⽤画像を検出する

[↗既発表: マッチングサービスの画像審査における機械学習の応⽤]
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https://www.slideshare.net/cyberagent/kpi-80160837
https://www.cyberagent.co.jp/news/detail/id=23175
https://speakerdeck.com/cyberagentdevelopers/application-of-machine-learning-in-image-examination


施策実施/
効果検証/運⽤

実社会応⽤につながる DS ⼈材とは？

• 要件に沿った分析⼿法の選定などを⾏う
• データ収集/前処理/分析を実施する

• プロダクト⽬標と現状把握に基づき、分析を要する課題を発⾒する
（分析担当者が問題の明確化‧優先度付けを⾏う場合）

• 戦略⽴案者とのコミュニケーションを通じ、問題を明瞭化‧定式化する
（戦略⽴案者が問題を認識済みの場合）

• 分析で得られた知⾒などを報告資料にまとめる
• 分析結果を戦略⽴案者に共有し、意思決定を⽀援する

• 分析の結果に基づき施策を実施する
• 施策の効果を検証する

◀分析スキルが⾼い
学⽣さんは多いが…
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⼤学教育でできる（かもしれない）ことの⼀提案
l課題発⾒⼒を上げるために…
• そもそも「DS がどのような場⾯で活きるか？」の知識が必要

- 実務経験教員による DS プロダクト応⽤事例を共有‧DS 共通授業教材へ盛り込み
- 他、DS 実務に触れられそうな機会の拡充: インターン‧共同研究‧特別講義など

l分析を可能にする/活かすコミュニケーションを取れるために…
• DS 演習にチームでの議論パートを盛り込む

- （要件整理コミュニケーションも体験できると良いが、難しいかも…？）
- 分析で得られた知⾒を他⼈に説明する機会が体験できると良い

• テクニカルライティングの重要視
- 敢えてテンプレートを与えてレポートを課しても良いかも
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